
小
さ
な
胸

に
大
き
な
希

望

子
ど
も
ら
の
声
 

勉
強
の
時
間
に
は
、
テ
レ
ビ
を
と
め
て
 

く
だ
さ
い
c
 

勉
強
や
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き
は
、
 

用
事
を
言
付
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

私
の
成
績
を
、
兄
妹
や
友
達
と
比
べ
て
 

こ
ご
と
を
い
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

ー
月
少
年
育
成
県
民
運
動

ー
 

子どもを健やかに育てるには 

子は親のかがみ 

五
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市
は
、
さ
る
九
日
か
ら
、
佐

々
木
市
長
・
岩
館
助
役

f
血
卸
木

建
設
課
長
ら
を
陣
頭
に
、
こ
と

し
も
ま
た
、
八
月
二
日
ま
で
の

日
程
で
市
ぐ
る
み
の
道
路
愛
護
 

「
…
 
乙雄
パ
葺
 
運
動
を
は
 

」
警
繊
警

「
 
じ
め
ま
し
 

一・
げ・
含
H
 

こ
の
運
 

「輸

弱
醍
」「
 

】
．一
．】巨
ソ
」
．
・」し
 
道
は
百
パ
 

ジ
キ

・
メ
？溜
比
 

m
」
審
山
．護
 

”
・
い”
お
・母
久
 

L:
z
J
・」
粉

言
科
『
殖
 

一
「「」
，

L
→
巾
 
ロ

メ
ー
ト

・・
）
一
 
：ー
ー
 
ルが
未
舗
 

・

に
」折

・・
一
 装
の
た
め
 

・

山
」に
に
，
，‘
「
 昭
和
四
十

一
…
 一
・”
』
 
，
 
年
か
ら
は

押
繊
舞

一
m
 

じ
め
ら
れ

た
も
の
で
、
こ
と
し
で
五
年
目

で
す
。
シ
ョ
ベ
ル
、
ダ
ン
プ
、
 

グ
レ
ー
ダ
ー
な
ど
市
の
機
動
力

を
動
員
し
、
こ
と
し
も
七
日
小
 
 

曲
地
区
か
ら
は
じ
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
地
域
市
民
九
十

一
名
が

出
動
、
補
修
作
業
の
あ
と
、
現

場
で
佐
々
木
市
長
に
対
し
、
農

道

・
橋
・
下
水
溝
な
ど
の
補
修

に
つ
い
で
陳
情
し
ま
し
た
。
 

こ
の
作
業
は
、
朝
早
い
地
域

で
は
五
時
、
遅
い
地
域
で
も
七

時
か
ら
で
、
佐
々
木
市
長
と
岩

館
助
役
が
交
替
で
早
朝
か
ら
出

動
、
作
業
の
督
励
と
陳
情
受
付

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
こ
と
し
の
運
動
で
補

修
す
る
市
道
キ
ロ
数
は
、
小
曲

一
・
六
、
三
好
七
・
八
、
中
川

十
三
・
三
、
松
島
二
十
七
・
七

栄
十
・
五
、
梅
田
中
泉
四
・
六

長
橋
十
六
・
八
、
毘
沙
門
長
富

七
・
九
、
七
和
十
・
八
、計
百
十

四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
 

ま
た
、
こ
と
し
の
日
程
は
、
 

七
月
九
日
小
曲
、
十
日
高
瀬

・

鶴
ケ
岡
、
十
二
日
藻
川
・
福
井

十
三
日
中
泊
・
種
井
、
十
四
日

沖
飯
詰

・
新
宮
・
川
山
、
十
六

日
桜
田
・
田
川
、
十
七
日
吹
畑

米
田
！
漆
川
・
馬
性
・
石
岡
・

二
本
柳

・
唐
笠
柳

・
末
広
、
十

八
日
尻
無
・
太
刀
打
・
桃
崎

・

石
畑
‘
一
野
坪

・
中
村
・
前
や

ち
、
十
九
日
水
野
尾
・
富
桝
、
 

二
十
一
日
飯
詰
橋
下
全
域
、
一
一

十
二
日
飯
詰
橋
上
全
域
、
二
十

三
日
猫
測
《
三
ッ
谷
―
湊
、
一
一

十
四
日
広
田
・
姥
や
ち
、
二
十

五
日
七
ツ
館
・
稲
実
、
二
十
六

日
梅
田
中
泉
、
二
十
七
日
浅
井

豊
成
・
福
山
・
野
里
・
杉
派
立

二
十
八
日
毘
沙
門
、
二
十
九
日

俵
元
・
原
子
、
三
十
日
前
田
野

目

・
持
子
沢
、
「
干
一
日
高
野

羽
野
木
沢
、
八
月
一
日
悪
戸

・

宮
田
・
田
中
・
川
代
田
・
金
山

野
崎
、
二
日
神
山
・
松
野
木

・

福
岡
・
若
山
・
石
田
坂

・
戸
沢
 

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
達
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
第
十
九
回
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
五
所
川
原
市

大
会
の
パ
レ
ー
ド
は
、
七
月
十

二
日
十
四
時
か
ら
、
市
民
文
化
 

会
館
を
起
点
と
 
喫
 
）
一
 

し
て
旧
市
内
「
1
 

千
六
百
メ
ー
ト

ル
の
コ
ー
ス
で

行
な
わ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
パ
 
レー

 

ド
は
、
五
所
川

原
保
護
司
会
（
 

会
長
鶴
谷
正
夫

さ
ん
）
と
五
所

川
原
更
生
保
護

婦
人
会
（
会
長

佐
々
木
初
海
さ

ん
）
が
主
唱
し

た
も
の
で
、
佐

々
木
市
長
・
渋
 

ぐ
竺
ロ
ル
・
引
 

《‘
＊
か・
の
 

W

妊

・
、
み
 

'
r
」》
白
 ー

セ
ン
ト
 

近
く
舗
装

さ
れ
て
い

ま
す
が
新

市
内
は
部

分
的
な
舗

装
で
、
約

百
四
十
キ
 

口
 メ
ー
ト
 佐 A木市長 

犯
罪
の
な

い
明
る

い
社
会
を
 

社
会
を

明
る

く
す
る
運
動
お
わ

る
 

谷
・

二
P
婦
人
補
導
員

・
警
察

署
・
町
内
会
連
合
会
・
教
育
委

員
会
・
五
小
・
南
小
・

一
中

・

家
高
・
婦
人
会
・
青
年
団
・
防

犯
協
会
・
青
少
年
問
題
協
議
会
 

・

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ

ー
イ

ス
カ
ウ
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
関

係
ジ
ヤ
ン
ル
か
ら
、
お
よ
そ
五

百
名
が
参
加
し
た
盛
大
な
も
の

で
し
た
。
 

（五万市民の総意をあげて善意活動へ） 



市
の
国
民
健
康
保
険

か
ら
お
願
い
 

②
  

市
の
国
民
健
康
保
険
に
は
七

千
八
百
二
十
二
世
帯
加
入
し
て

い
ま
す
が
、
給
付
は

一
般
七
割

満

一
才
の
属
す
る
月
末
ま
で
の

赤
ち
や
ん
は
十
割
で
す
。
そ
の

他
、
助
産
費
と
し
て

一
件
当
り

四
千
円
、
葬
祭
費
と
し
て
一
件

当
り
二
千
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
o
 

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加

入
者
の
保
険
税
と
国
の
補
助
金

で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
最
近

医
療
費
が
ふ
え
て
い
ま
す
の
で

保
険
税
が
今
の
唾
ま
で

は
赤
字

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
従
っ

て
医
療
費
に
見
合
う
分
は
、
地

方
税
法
七
百
三
条
の
三
か
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
止
む
を
得
な
い

く
保
険
税
を
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
出
来
る
だ
け
保
険
税

を
上
げ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
が
、
何
し
ろ
病
院
に

支
払
い
す
る
お
金
が
年
々
ふ
え

昨
年
度
の
実
状
も
、
 一
億
千
四

百
五
十
五
万
五
千
円
の
保
険
税

に
対
し
、
病
院
に
支
払
い
し
た

額
は
二
倍
強
の
、
二
億
八
千
百

二
万
五
千
円
で
し
た
。
こ
と
し

は
更
に
五
千
七
百
万
円
以
上
増
 

の
、
三
億
三
千
八
百
四
十
六
万

千
円
を
予
定
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
 

そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
と
し

の
保
険
税
は
国
や
県
か
ら
詳
し

く
指
導
し
て
も
ら
い
、
ま
た
市

議
会
の
議
決
を
経
て
、
次
の
よ

う
に
改
め
ま
し
た
の
で
、
何
分

の
ご
諒
承
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

即
ち
、
所
得
割
百
分
の
二
・
七

か
ら
百
分
の
三
・
二
に
、
資
産

割
百
分
の
三
十
か
ら
百
分
の
1
1
1
 

十
六
に
、
均
等
割
七
百
円
か
ら

八
百
四
十
円
に
、
平
等
割
千
五

百
円
か
ら
千
八
百
円
に
そ
れ
ぞ

れ
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

保
険
税
は
、
も
ち
ろ
ん
市
民

の
健
康
と
し
あ
わ
せ
の
為
に
全

部
使
わ
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
つ
と

詳
し
く
知
り
た
い
人
は
、
何
時

で
も
市
保
険
衛
生
課
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
喜
ん
で
お
知
ら
せ

し
、
ご
意
見
を
承
り
ま
す
。
 

国
民
年

金
高
令
任
意

加
入
者
に
お

知
ら

せ
 

明
治
三
十
九
年
か
ら四
十
四

年
ま
で
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
十
 

六
年
に
任
意
で
国
民
年
金
に
加

入
さ
れ
た
人
に
、
昭
和
四
十
六

年
四
月
一
日
か
ら
、
生
年
月
日

に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
給
付
が
開

始
さ
れ
ま
す
。
 

し
か
し
、
ま
だ
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
人
も
大
分
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
納
め
な
け
れ
ば

生
き
て
い
る
う
ち
年
金
を
不
足

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
 

期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば
、
 

保
険
料
も
高
く
な
り
大
変
損
に

な
り
ま
す
。
 

い
ろ
い
ろ
と
ご
都
合
も
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
が
、
今
か
ら
準

備
し
て
来
年
三
月
十
五
日
ま
で

に
お
忘
れ
な
く
納
め
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
分

割
納
付
で
も
構
え
ま
せ
ん
。
未

納
の
内
容
は
市
保
険
衛
生
課
国

民
年
金
係
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

障
害
福
祉

年
金
巡

回
疲
疾
の

認
定
を

行
な
い

ま
す
 

県
で
は
、
本
年
度
か
ら
三
か

年
計
画
で
、
国
民
年
金
法
に
よ

る
障
害
福
祉
年
金
の
受
給
も
れ

の
人
の
解
消
を
は
か
る
た
め
、
 

巡
回
疲
疾
認
定
を
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
診
断
を

希
望
す
る
人
は
、
七
月
三
十
一
 

事
故

の
な
い
明
 

八
月
 

市
出
稼
ぎ
対
策
室
で
は
、
年

々
増
加
す
る
出
稼
ぎ
者
の
対
策

と
し
て
、
事
故
の
な
い
明
る
い

出
稼
ぎ
推
進
の
た
め
、
市
出
稼
 

ぎ
協
会
の
結
成

を
急
い
で
い
ま

し
た
が
、
こ
の

程
、
結
成
準
備

委
員
が
決
ま
り

ま
し
た
。
 

結
成
総
会
は

八
月
九
日
午
後

一
時
か
ら
、
市

民
文
化
会
館
で

行
な
い
ま
す
の

で
、
多
数
の
出

席
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
 
 

日
ま
で
市
国
民
年
金
係
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

診
断
に
要
す
る
費
用
は
県
が

負
担
し
ま
す
が
、
診
断
日
時
や

場
所
な
ど
は
別
途
通
知
し
ま
す

な
お
、
こ
れ
に
よ
り
国
民
年
金

法

一
級
に
該
当
し
た
場
合
は
、
 

所
得
及
び
公
的
年
金
の
額
に
も

よ
り
ま
す
が
、
障
害
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

身
体

障
害

者
の

巡
 

回
診

査

を
し

ま
す
 

こ
と
し
の
診
査
は
、
耳
鼻
科

は
七
月
十
四
日
、
整
形
科
は
十

九
日
に
そ
れ
ぞ
れ
終
り
ま
し
た

が
、
内
科
鉢
八
月
十

一
日
に
市

内
末
広
町
の
五
所
川
原
保
健
所

で
、
眼
科
は
八
月
二
十
九
日
に

市
内
下
平
井
町
老
人
ホ
ー
ム
前

の
市
福
祉
会
館
で
、
共
に
九
時

半
か
ら
十
五
時
ま
で
行
な
い
ま

す
の
で
、
手
帳
所
持
者
で
障
害

に
変
化
の
あ
る
人
、
新
し
く
手

帳
の
交
付
を
申
請
し
た
い
人
は

も
れ
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
無
料
で
す
が
、
所
持

者
は
身
体
障
害
者
手
帳
、
本
籍

現
住
所
を
書
い
た
紙
き
れ
、
印

鑑
、
そ
れ
に
午
後
に
及
ぶ
人
も

あ
り
ま
す
の
で
昼
食
な
ど
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

る
い
出
稼
さ
を
 

十

一
月
五
日
、
十
五
日
、
ニ
十

五
日
の
三
回
に
わ
た
り
、
弘
前

駅
か
ら
出
稼
ぎ
専
用
列
車
「
曙

号
」
が
運
転
さ
れ
ま
す
。
 

九
日
市
出
稼

ぎ
協
会
結
成
 

（好評の出稼ぎ対策室） 

夏
休
み
に

は
特
に
 

子
ど

も
達
を
見
守
り

ま
し

よ
う
 

例
年
の
こ
と
で
す
が
、
夏
休
み
が
あ
け
て
秋
風
が
た
つ
頃
に

な
り
ま
す
と
非
行
少
年
が
ふ
え
る
よ
う
で
す
。
 

夏
休
み
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
児
童

・
生
徒
が
自
主
的
な
学

習
や
ス
ポ
ー
ッ
そ
の
他
の
活
動
を
通
し
て
心
身
の
鍛
練
と
向
上

に
努
め
、
有
意
義
に
過
ご
す
べ
き
期
間
で
す
。
し
か
し
、
実
際

に
は
こ
の
休
み
を
契
機
に
、
か
え
っ
て
非
行
化
す
る
よ
う
な
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
二
学
期
に
な
っ
て
も
、
不

規
則
で
不
健
全
な
生
活
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
遅
刻

・
早
退

・
怠

学
、
更
に
は
盛
り
場
へ
の
出
入
り
な
ど
を
繰
返
し
、
非
行
性
を

深
め
て
い
く
よ
う
な
ケ
ー
ス
や
、
単
純
な
遊
び
仲
間
か
ら
お
互

い
の
結
び
つ
き
の
強
い
非
行
的
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
進
行
し
て
い

く
よ
う
な
例
も
か
な
り
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
少
年
た
ち
の
非
行
化
を
防
止
す
る
に
は
、
な
る

べ
く
早
期
に
そ
の
非
行
化
の
兆
候
を
発
見
し
、
こ
れ
に
対
す
る

適
切
な
処
遇
を
講
ず
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
そ
の
前
に
、
学

校

・
家
庭
・
関
係
行
政
機
関
な
ど
社
会
全
体
の
常
に
密
接
な
連

絡
や
協
力
が
ぜ
ひ
必
要
で
す
。
 

「
う
ち
の
子
は
悪
い
こ
と
を
し
な
い
」
と
過
信
す
る
こ
と
な

く
、
常
に
愛
の
眼
差
し
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 



東
北
電

力
が
防
犯

街
灯
を
寄
贈
 

市
で
は
、
従

来
の
印
鑑
証
明

の
発
行
方
法
で

は
、
印
鑑
登
録

票
に
押
捺
さ
れ

て
い
る
印
影
と

印
鑑
証
明
書
に

押
捺
さ
れ
た
印

影
と
が
同

一
で

あ
る
か
ど
う
か

判
定
が
非
常
に

む
ず
か
し
く
、
 

印
鑑
に
関
す
る

事
故
を
防
ぐ
に

は
充
分
で
な
い

の
で
、
あ
ら
た

に
リ
コ
ピ
ー
に

よ
る
印
艦
証
明

押
行
方
い
に
切
 

替
え
る
こ
と
に

な
り
レ
じ
た
o
 

そ
の
た
め
近
く

印
鑑
の
再
登
録
一
 

を
お
願
い
し
ま
す
か
ら
左
記
の

点
を
充
分
留
意
の
う
え
ご
協
力

願
い
ま
す
。
 

印
鑑
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
氏
名
、
氏
若
し
く
は

名
及
び

一
部
を
組
み
合
わ
せ

た
も
の
 

印
鑑
は
職
業
等
他
の
事
項

を
あ
ら
わ
し
て
い
な
い
も
づ
 

ゴ
ム
印
で
な
い
も
の
 

文
字
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
も
の
 

住
民
登

録
未
届
け

の
人
は
至
急
届

出

し
て
く
だ
さ
い
 

去
る
六
月
二
十
日
、
旧
市
内

を
対
象
に
住
民
の
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
市
内
に
住

ん
で
い
な
が
ら
市
役
所
に
届
出

を
し
て
い
な
い
人
が
随
分
多
く

あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
選
挙
権

が
あ
っ
た
人
で
も
五
所
川
原
市

の
住
民
基
本
台
帳
（
住
民
登
録
 

）
に
記
録
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
選

挙
人
名
簿
か
ら
落
と
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
か
ら
、
未
届
け
の
人

は
す
ぐ
市
役
所
ま
た
は
支
所
に
 

③
 
届

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

で
は
、
上
期
サ
ー
ビ
ス
旬
間
に

あ
た
り
、
こ
の
程
当
市
に
対
し

て
四
十
ワ
ッ
ト
蟹
光
街
灯
十
三

基
を
寄
贈
し
ま
し
た
o
 

市
で
は
町
内
会
連
合
会
、
防

犯
協
会
、
警
察
署
な
ど
関
係
機

関
と
協
議
し
て
、
効
果
的
な
場
 

電
柱
に
ボ
ス
タ

ー
 

を
貼
ら

な
い
で
ー
 

電
柱
に
無
神

経
に
べ
タ
べ
タ

と
貼
っ
た
ポ
ス

タ
ー
は
、
大
変

街
の
美
観
を
そ

こ
ね
て
い
ま
す

こ
の
た
び
東
北

電
力
で
は
、
旧

市
内
二
百
二
十

本
の
電
柱
の
ポ

ス
タ
ー
は
ぎ
と

清
掃
を
行
な
い

特
に
大
町
通
り

な
ど
中
心
街
の

電
柱
六
十
一
本

に
、
ポ
ス
タ
ー
 
 

所
を
選
ん
で
設
置
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
一
日
に
は
、
く
る
み

園
や
つ
ぼ
み
園
な
ど
福
祉
施
設

の
内
線
無
料
修
理
と
、
更
に
十

七
日
に
は
、
市
内
五
か
所
の
交

通
信
号
灯
の
清
掃
も
奉
仕
し
ま

し
た
。
 

防
着
塗
料
を
塗
り
ま
し
た
。
今

後
も
勝
手
に
ポ
ス
タ
ー
を
貼
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

家
出
人

を
お

探
し
 

の
人

へ
 

警
察
で
は
、
家
出
人
の
相
談

を
受
け
て
か
ら
、
所
在
発
見
や

行
先
の
調
査
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
未
だ
手
が
か
り
が
な
い
人

も
相
当
数
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
し
た
消
息
の
わ
か
ら
な

い
家
出
人
の
中
に
は
、
旅
先
で

の
病
死
、
思
い
が
け
な
い
事
故

や
自
殺
な
ど
に
よ
っ
て
、
異
郷

の
地
で
無
縁
仏
と
し
て
寂
し
く

お
盆
を
迎
え
て
い
る
も
の
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
不

幸
な
人
々
を

一
刻
も
早
く
身
寄

り
の
人
に
帰
す
た
め
に
、
八
月

一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
ー
か

月
間
、
警
察
署
に
相
談
所
を
設

け
、
記
録
や
写
真
を
準
備
し
て

市
民
か
ら
の
相
談
を
待
っ
て
い

ま
す
。
 

お
盆
や

年
末
年

始

に
帰
郷

す
る

勤
労

青
少

年
は
割
引

き

さ
れ
ま

す
 

昭
和
四
十
一
年
か
ら
、
お
盆

や
年
末
年
始
に
帰
郷
す
る
、
十

五
歳
か
ら
二
十
歳
未
満

の
勤
労

青
少
年
や
お
手
伝
い
さ
ん
に
対

し
、
片
道
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
の
国
鉄
運
賃
の
二
割
引
制
度

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

割
引
乗
車
券
が
購
入
で
き
る

期
間
は
、
お
盆
は
七
月
十
日
か

ら
八
月
二
十
日
ま
で
、
年
末
年

始
は
十
二
月
十
五
日
か
ら

一
月

二
十
五
日
ま
で
で
す
の
で
、
お

盆
に
帰
郷
す
る
人
は
、
八
月
一
一

十
日
ま
で
所
轄
の
労
働
基
準
監

督
署
に
申
 
し
て
く
だ
さ
い
。
 

印鑑を再登録してもらいます 

（社会を明るくする防犯街灯） （この作業は三日間五万円かかりました） 



④
 

よ
い
子
に
お
く
る
市
民
文
化

会
館
の
子
ど
も
劇
場
は
、
こ
と

し
で
二
回
目
で
す
が
「
仲
間
」
 

と
い
う
プ
ロ
劇
団
の
「
乞
食
と

王
子
」
と
い
う
お
芝
居
で
す
。
 

公
演
は
、
八
J
一
十
三
日
（
 

土
）
夜
六
時
三
十
分
、
二
十
四

日
（
日
）
朝
十
時
、
昼

一
時
三

十
分
の
三
回
で
す
。
観
劇
料
は

小
人
二
百
円
、
中
人
三
百
円
、
 

大
人
四
百
円
で
七
月
一
日
か
ら

に
文
化
会
館
（
電
④
三

一
九
 

ー
ザ
り〕
と
、
川
端
町
菊
の
湯
前

五
所
川
原
芸
協
（
電
④
二
四
〇

二
番
）
で
観
副
券
を
売
っ
て
い

ま
す
の
で
、
子
ど
も
、

幼
稚

園
、
小
学
校
な
ど
の
H
体
利
用

を
望
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
子
ど
も
劇
場
は
、
市
民

文
化
会
館
と
市
教
委
員
会
の
共

催
で
、
市
青
少
年
問
題
協
議
会

と
芸
協
が
後
援
し
て
い
ま
す
。
 

も
の
が
た
り
 

乞
食
の
子
ト
ム
・
カ
ン
テ
イ

は
、
 一
度
で
い
い
か
ら
お
城
に

住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
 

あ
る
日
の
こ
と
、
お
城
に
忍

び
込
ん
だ
ら
王
子
に
見
つ
か
っ

て
し
ま
い
、
町
の
こ
と
を
い
ろ

い
ろ
聞
か
れ
ま
す
。
ど
ろ
ん
こ

遊
び
や
水
泳
の
話
な
ど
、
今
ま

で
い
っ
ぺ
ん
も
や
っ
た
こ
と
の

な
い
遊
び
の
話
を
聞
い
て
、
王

子
は
町
へ
行
っ
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
二
人
が
双

生
児
の
よ
う
に
似
て
い
る
の
を

よ
い
こ
と
に
、
乞
食
の
服
を
着

て
町
へ
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

王
子
の
服
を
着
せ
ら
れ
て
お

城
に
残
さ
れ
た
ト
ム
は
、
願
い

が
叶
っ
て
喜
ん
だ
か
と
思
っ
た

ら
大
違
い
／
、
ま
る
で
人
形
の

よ
う
な
王
子
の
生
活
に
く
さ
く
 
 

さ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

さ
て
、
町
へ
出
た
王
子
も
、
 

乞
食
の
子
と
思
わ
れ
て
、
さ
ん

ざ
ん
な
目
に
あ
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
心
の
や
さ
し
い
ケ
ー
テ
イ

や
、
ド
・
ツド
、
 ジ
ッ
ク
、
 ヘ
ッ

ク
の
三
人
組
の
乞
食
に
親
切
に

さ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
、
人
間

ら
し
い
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
解
っ
て
き
ま
す
。
 

や
が
て
戴
冠
式
の
日
ー
よ
う

や
く
の
こ
と
で
王
子
は
お
城
に

戻
っ
て
き
ま
す
が
…
。
 

秋
田
博
の
前
売
券

を
ど
う
ぞ
 

既
報
の
よ
う
に
、
秋
田
農
業

大
博
覧
会
（
秋
田
博
）
は
、
八

月
二
日
か
ら
九
月
二
十
五
ま
で

秋
田
市
で
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
 

こ
の
前
売
券
は
抽
せ
ん
券
づ
き

で
大
人
当
日
四
百
円
を
三
百
五

十
で
、
市
農
協
、
同
支
所
、
商

工
会
議
所
、
市
役
所
農
林
商
工

課
で
売
っ
て
い
ま
す
。
 

事
業
主
の

退
職
金

積
立
制
度
が
あ
り

ま
す
 

こ
の
制
度
は
八
企
業
共
済

V
 

と
い
う
も
の
で
、
事
業
主
の
老

後
の
生
活
安
定
や
事
業
経
営
の

不
測
の
事
態
に
備
え
た
、
唯

一

の
国
の
共
済
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
に
は
、
常
時
使
用

す
る
従
業
員
が
二
十
人
以
下
、
 

商
業
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
五
人
以

下
の
小
規
模
企
業
の
事
業
主
と

会
社
・
企
業
組
合
・
協
業
組
合

な
ど
法
人
の
役
員
で
あ
れ
ば
、
 

ど
な
た
で
も
何
人
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
家
族
従
業

員
や
臨
時
使
用
人
は
従
業
員
に
 
 

み
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

共
済
制
度
で
す
か
ら
加
入
者

は
毎
月
掛
金
を
か
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
・
せ
ん
。掛
金
は
一
ロ
五

百
円
で
加
入
で
き
ま
す
が
、
中

途
で
ロ
数
を
増
減
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
 

共
済
金
は
、
加
入
者
が
事
業

を
や
め
た
と
き
、
事
業
を
親
族

へ
譲
渡
し
た
と
き
、
役
員
の
退

職
や
死
亡
の
と
き
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
故
と
掛
金
の
払
込
月

数
に
応
じ
た
額
が
支
払
わ
れ
ま

す
。
共
済
金
は
複
利
で
計
算
さ

れ
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
十
ロ

の
加
入
者
が
加
入
．「
三
十
年
目

に
事
業
を
や
め
た
場
合
は
、
」ハ

百
」
干

万
円
余
の
共
済
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。
 こ
の
と
き
の
元

本
が
百
八
十
万
円
で
す
の
で
、
 

非
常
に
利
廻
り
が
高
い
も
の
で

す
。
な
お
、
二
十
年
以
上
掛
金

を
払
込
み
、
満
六
十
五
才
以
上

に
な
っ
た
と
き
は
、
い
つ
で
も

共
済
金
を
も
ら
え
ま
す
。
 

ま
た
、
掛
金
は
金
額
が
所
得

税
・
住
民
税
に
お
い
て
所
得
控

除
と
な
り
税
金
が
必
ず
安
く
な

り
、
し
か
も
共
済
金
の
第
三
者

に
よ
る
差
押
禁
止
や
融
資
を
受

け
ら
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
加

入
者
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
商
工
会
議
所
か
市

内
の
金
融
機
関
に
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

郵
便
局

の
窓
口
で

個
人
貸
付
け
し

ま

す
 

簡
易
保
険
は
六
月
十
七
日
か

ら
二
百
万
円
ま
で
加
入
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
簡
易
保

険
の
月
々
の
保
険
料
は
、
簡
保

資
金
と
し
て
積
立
て
ら
れ
、
学

校
や
公
営
住
宅
の
建
設
資
金
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
加
入
団
体

の
貸
付
期
間
も
三
年
か
ら
五
年

に
延
長
さ
れ
、
加
入
者
個
人
貸

付
け
は
郵
便
局
の
窓
ロ
で
で
き
 

《
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
保
険
料
を
半
年
分
前

納
す
る
と
半
月
分
、

一
年
分
前

納
す
る
と

ー
か
月
分
、
四
年
分

前
納
す
る
と
五
か
月
分
と
い
う
 
 

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
割
引
き
さ
れ

ま
す
。
 

た
い
せ
つ
な
郵
便

を
受
箱
で
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
只

今
受
箱
の
設
置
運
動
を
展
開
中

で
す
。
受
箱
の
な
い
人
や
受
箱

が
小
さ
く
て
お
困
り
の
人
に
是

非
お
す
す
め
し
ま
す
。
使
う
人

の
身
に
な
っ
て
つ
く
っ
た
受
箱

で
す
。
 

合
理
的
に
考
え
ら
れ
た
横
型

の
受
箱
で
、
縦
二
十
ニ
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
三
十
セ
ン
チ
メ
 

ー
ト
ル
、
奥
行
十
四
セ
ン
チ
メ
 

ー
ト
ル
で
、
廷
と
ん
ど
の
郵
便

物
が
き
ち
ん
と
入
る
寸
法
の
郵

政
省
標
準
規
格
品
で
す
。
 

な
お
、
ボ
ン
デ
鋼
板
を
使
い

防
錆
加
工
し
た
信
用
あ
る
カ
シ

ュ
ー
塗
料
で
メ
ラ
ミ
ソ
樹
脂
の

美
麗
な
赤
色
焼
付
塗
装
で
す
。
 

ま
た
、
表
札
に
か
え
ら
れ
る

大
き
く
見
易

い
名
札
差
し
と
、
 

雨
の
入
ら
な
い
の
ぞ
き
窓
も
あ

り
、
価
格
も
全
国
統

一
普
及
あ

っ
旋
価
格
の
七
百
円
で
、
他
の

市
販
品
に
較
べ
て
大
変
お
得
な

買
物
で
す
。
五
所
川
原
郵
便
局

で
お
世
話
し
て
い
ま
す
。
 

一
 投
稿
歓
迎
し

ま
す

一
 

市
政
ニ
 
ュー
ス
を
、
よ

り
い
っ
そ
う
市
民
の
も
の

に
す
る
た
め
に
、
広
く
市

民
か
ら
原
稿
を
募
集
し
ま

す
。
 

明
る
い
話
題
、
楽
し
い

話
題
、
市
長
に
要
望
す
る

こ
と
、
ま
た
ふ
だ
ん
か
ら

考
え
て
い
た
こ
と
、
ち
ょ

っ
と
気
が
つ
い
た
こ
と
な

ど
、
建
設
的
な
も
の
を
な

る
べ
く
簡
明
に
お
書
き
く

だ
さ
い
。
 

用
紙

・
字
数
は
自
由
で

す
が
ご
面
倒
で
も
、
住
所
 

・

氏
名
・
年
令
・
職
業
を

明
記
の
う
え
、
市
内
岩
木

町
十
二
、
五
所
川
原
市
役

所
広
報
係
宛
お
送
り
く
だ

さ
い
。
掲
載
分
に
は
薄
謝

を
呈
し
ま
す
。
 

 

市民文化会館 

第二回子ども劇場 
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